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表紙写真によせて

しあわせよさこい！
（おおつき保育所運動会）

も く じ

◇
７
月
臨
時
会
の
概
要
◇

　
令
和
４
年
７
月
第
４
回
大
月
町
議
会
臨
時
会
は
７
月
２２
日

の
１
日
の
会
期
で
開
催
、
補
正
予
算
２
件
が
提
出
さ
れ
全
議

案
を
可
決
し
た
。

◇
９
月
定
例
会
の
概
要
◇

　
令
和
４
年
９
月
第
５
回
大
月
町
議
会
定
例
会
は
９
月
８
日

か
ら
９
月
１５
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
、
補
正
予
算
７
件
、
決

算
認
定
９
件
、
条
例
３
件
、
辺
地
計
画
１
件
、
人
事
２
件
、

議
員
発
議
の
意
見
書
１
件
、
契
約
１
件
の
計
２４
件
が
提
出
さ

れ
全
議
案
を
承
認
・
可
決
し
た
。

　
そ
の
他
に
報
告
２
件
、
委
員
会
報
告
３
件
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
陳
情
は
２
件
あ
り
１
件
は
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

付
託
、
１
件
は
不
受
理
と
し
た
。

P４�７月臨時会

P４�９月定例会
� 　補正予算・条例
� 　契約・人事
� 　議員発議

P７� 決算認定

　P８�決算審査

P10� 委員会報告

P12� 新議会の構成

P13� 一般質問

P16� こんにちは
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◇
議
会
の
新
体
制
発
足
◇

　
９
月
定
例
会
最
終
日
に
選
挙
に
よ
り
議
長
・
副
議
長
が
選

任
さ
れ
た
。

議
長
　
　
谷
　
正
美
　
８
票
（
山
本
恒
和
　
１
票
）

副
議
長
　
山
本
恒
和
　
８
票
（
中
田
　
巌
　
１
票
）

　
議
長
選
挙
後
、
各
委
員
会
の
新
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。
任

期
は
１０
月
８
日
か
ら
２
年
間
。

（
各
委
員
会
は
１２
頁
に
紹
介
）

③　№105③　№110



№110　④

令和4年度　一般会計補正予算第2号

令和4年度　特別会計補正予算

令和4年度　一般会計補正予算第3号

款　名　称 項　　　　目　　　　名 補　正　額

総　務　費

民　生　費

農林水産業費

消　防　費

そ　の　他

大月病院会計

コロナ・物価高騰支援（商品券１万円支給／人）

コロナ・地域経済支援（商品券１万円支給／人）

子育て世帯生活支援特別給付

コロナ・園芸燃油対策費

コロナ・畜産飼料対策費

コロナ・漁業燃油対策費

コロナ・避難所備品費

他予算科目増減差額

庁舎改修及び備品

財政調整基金積立

新型コロナウイルス感染症対策事業

大月町博覧会受入環境等整備支援事業

他予算科目増減差額

院内リモート化備品購入費

院内感染対策空調設備整備費

大月病院会計補正額総計

4635万円

4635万円

150万円

248万円

200万円

1260万円

3000万円

1973万円

1億6101万円

53億5798万円

100万円

250万円

350万円

1255万円

1億2061万円

1843万円

3517万円

3616万円

2億2292万円

55億8090万円

一 般 会 計 補 正 額 総 計

補 正 後 会 計 予 算 総 額

一 般 会 計 補 正 額 総 計

補 正 後 会 計 予 算 総 額

特別会計名 項　　　　目　　　　名 補　正　額

款　名　称

総務費

衛生費

商工費

その他

項　　　　目　　　　名 補　正　額

7月臨時会令和4年度補正予算〈全員賛成〉令和4年度補正予算〈全員賛成〉

9月定例会令和4年度補正予算〈全員賛成〉令和4年度補正予算〈全員賛成〉
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令和4年度　特別会計補正予算
項　　　　目　　　　名

特別養護老人ホーム

国民健康保険

水　　道

介護保険

漁業集落排水処理事業

後期高齢者医療

修繕料及び電気料

給食材料医薬品費

補正後会計予算総額

国保事業財政調整基金積立

その他予算科目増減差額

補正後会計予算総額

送水ポンプ購入費

補正後会計予算総額

介護給付費準備基金積立

過年度介護給付費国庫負担金清算金

その他予算科目増減差額

補正後会計予算総額

漁業集落排水処理事業基金積立

補正後会計予算総額

後期高齢者医療広域連合納付金

補正後会計予算総額

350万円

480万円

3億8659万円

2064万円

42万円

8億6741万円

210万円

3億3330万円

3294万円

2048万円

2万円

8億4004万円

12万円

3599万円

163万円

9565万円

款　名　称 補　正　額

〇
大
月
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】
　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育
児
休
業
回

数
の
制
限
の
緩
和
、
育
児
参
加
の
た
め

の
休
暇
の
対
象
期
間
の
拡
大
な
ど
の

改
定
。

　
・
施
行
日
　
令
和
４
年

１０
月
１
日

〇
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】
　
租
税
特
別
措
置
法
及
び
同
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、引
用
条
例
に「
項
ず
れ
」
等

が
生
じ
た
た
め
規
定
の
整
理
を
行
う
も
の
。

　
・
施
行
日
　
公
布
の
日
か
ら
施
行

〇
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
　
租
税
特
別
措
置
法
及
び
同
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、引
用
条
例
に「
項
ず
れ
」
等

が
生
じ
た
た
め
規
定
の
整
理
を
行
う
も
の
。

　
・
施
行
日
　
公
布
の
日
か
ら
施
行

条
　
　
例

〈
全
員
賛
成
〉
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設置予定の循環式水洗トイレ

〇
長
期
避
難
所
衛
生
環
境
確
保
物
品
購
入
契
約

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
）

・
契
約
目
的
　
災
害
時
に
長
期
避
難
所
へ
の
避
難
者

及
び
避
難
所
外
避
難
者
、
車
中
泊
避

難
者
へ
の
ト
イ
レ
対
策
と
し
て
、
電
気
・

水
の
供
給
を
必
要
と
し
な
い
災
害
対

応
型
の
循
環
式
水
洗
ト
イ
レ
（
可
搬
型
）

を
設
置
す
る
。

　
・
契
約
方
法
　
随
意
契
約

　
・
契
約
金
額
　
２
９
８
２
万
１
千
円

　
・
契
約
相
手
　
高
知
市
加
賀
野
井
２
丁
目
２１
｜
７

　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
ダ
イ
ド
ウ

　
・
納
入
場
所
　
大
月
小
中
学
校
敷
地
内

　
・
契
約
期
間
　
令
和
５
年
３
月

２０
日
ま
で

〇
大
月
町
監
査
委
員
の
選
任

　
・
　
竹
田
　
正
和
　
氏
（
姫
ノ
井
）
　
※
再
任

　
・
　
久
米
　
里
志
　
氏
（
弘
見
）
　
　
※
再
任

〇
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

　
①
漁
具
施
設
地
整
備

 
 

安
満
地
地
区
　
保
管
修
理
地
�

３
１
０
万
円

 
 

橘
浦
地
区
　
　
保
管
修
理
地
�

１
１
０
万
円

　
②
町
道
整
備

　
　
一
切
地
区
　
　
防
護
柵
�

１
３
１
０
万
円

 
 

樫
ノ
浦
地
区
　
月
灘
海
岸
線
�
６
０
１
０
万
円

　
③
橋
梁
整
備

　
　
才
角
地
区
　
　
修
繕
費
�

１
１
０
万
円

 
 

春
遠
地
区
　
　
修
繕
費
�

１
１
０
万
円

 
 

柏
島
地
区
　
　
旧
橋
改
修
�

９
２
１
０
万
円

　
④
施
設
整
備

 
 

一
切
地
区
　
　
休
憩
所
�

１
３
１
１
万
円

 
 

柏
島
地
区
　
　
排
水
処
理
�

２
４
０
０
万
円

《
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
付
託
》

○
国
に
対
し
「
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定（
再
審
法
）の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

○
安
倍
元
首
相
の
国
葬
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

発
議
者
　
浦
木
秀
雄

野
村
満
久

　
政
府
は
、
閣
議
決
定
で
安
倍
元
首
相
の
国
葬
を
執
り

行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
国
葬
は
以
下
の
点
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
①
国
葬
は
、
国
会
で
決
定
す
る
こ
と
。

　
②
国
葬
は
、
国
民
の
大
多
数
の
支
持
に
よ
っ
て
行
わ

　
　
れ
る
こ
と
。

　
③
国
葬
で
あ
れ
ば
、
市
町
村
の
自
治
体
ま
で
弔
意
を

　
　
求
め
る
こ
と
。

　
し
か
し
、
安
倍
元
首
相
の
国
葬
は
内
閣
だ
け
で
決
定

さ
れ
た
こ
と
。
国
民
の
中
で
国
葬
賛
成
、
反
対
が
拮
抗

し
て
い
る
こ
と
。
今
回
の
国
葬
は
市
町
村
に
弔
意
を
求

め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
な
ど
、
合
意
形
成
が
出
来

に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
国
葬
を
執
り
行
う
こ
と
は
、
民
主

主
義
に
反
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
禍
根
を
残
す
こ
と
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
安
倍
元
首
相
の
国
葬
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

（
要
約
）　

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

 
令
和
４
年
９
月
15
日

た
け
だ

ま
さ
か
ず

く
め

さ
と
し

議
員
発
議

〈
全
員
賛
成
〉

人
　
　
事

〈
同
意
多
数
〉

計
　
　
画

〈
全
員
賛
成
〉

陳
　
　
情

契
　
　
約

〈
全
員
賛
成
〉
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会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計
計

会　計　間　重　複　額
純　合　計

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
国 民 健 康 保 険
水 道
介 護 保 険
漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

特
　
別
　
会
　
計

５５億０１１２万円
３億６０５４万円
８億４２９９万円
３億３３８０万円
８億３３１０万円

７５７万円
９３２０万円

５億９１４２万円
８５億６３７６万円

△ ５億６１９９万円
８０億０１７７万円

５１億７５４１万円
３億６０５４万円
８億２２３５万円
３億３１９１万円
７億８３５３万円

７１３万円
９１５７万円

５億５８２４万円
８１億３０６７万円

△ ５億６１９９万円
７５億６８６９万円

地方交付税
25億5248万円
46.4%

自主財源 23.8%
13億1073万円

依存財源 76.2%
41億9039万円

国庫支出金
6億7802万円
12.3%

県支出金
2億9361万円
5.4%

町債
4億8892万円
9.0%

町税
4億4216万円
8.0%

地方交付税
25億5248万円
46.4%

自主財源 23.8%
13億1073万円

歳入
55.0億円

交付金等
1億7736万円
3.2%

依存財源 76.2%
41億9039万円

国庫支出金
6億7802万円
12.3%

県支出金
2億9361万円
5.4%

町債
4億8892万円
9.0%

町税
4億4216万円
8.0%

歳出
51.7億円

総務費
13億7892万円
26.6%

民生費
11億4433万円
22.1%

衛生費
5億5799万円
10.8%

消防費
2億3699万円
4.6%

災害復旧費
1億7709万円
3.4%

公債費
6億6799万円
12.9%

総務費
13億7892万円
26.6%

議会費
5293万円
1.0%

民生費
11億4433万円
22.1%

衛生費
5億5799万円
10.8%

農林水産業費
1億9478万円
3.8%

商工費
7877万円
1.5%

土木費
4億4393万円
8.6%

消防費
2億3699万円
4.6%

教育費
2億4169万円
4.7%

災害復旧費
1億7709万円
3.4%

公債費
6億6799万円
12.9%

使用料・手数料　1億881万円　2.0%

分担金・負担金　3193万円　0.6%

財産収入・寄付金　2億7343万円　4.9%

繰入金　3億2291万円　5.9%

繰越金　1億509万円　1.9％

諸収入　2640万円　0.5%

■歳入歳出決算認定■歳入歳出決算認定

令和3年度一般会計決算

歳出約51億7541万円歳出約51億7541万円歳出約51億7541万円歳出約51億7541万円
■一 般 会 計■一 般 会 計
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こ
の
町
に
必
要
な
も
の

A
　
シ
ス
テ
ム
委
託
料
の

内
容
説
明
を
。

B
　
サ
ー
バ
ー
の
能
力
が

５
台
分
だ
っ
た
も
の
を
、

そ
れ
以
上
の
台
数
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
た
た
め

と
、
作
業
療
法
士
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

A
　
補
助
金
交
付
後
の
作

物
の
管
理
や
生
産
状
況
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

B
　
交
付
後
３
年
間
の
報

告
は
受
け
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
降
の
報
告
は
受
け

て
い
ま
せ
ん
。

A
　
新
規
就
農
者
の
推
移

は
。

B
　
毎
年
１
〜
２
名
で
す
。

今
後
は
集
落
営
農
組
織
を

各
地
区
に
拡
げ
、
新
規
就

農
者
の
受
け
皿
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
活
用
し
た
実
績
組
数

は
。
ま
た
、
活
用
し
て
も

ら
え
る
努
力
は
し
て
い
る

の
か
。

B
　
令
和
３
年
度
は
１
組

の
み
で
す
。
婚
姻
届
を
提

出
し
に
来
て
く
れ
た
際
に
、

活
用
を
促
す
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
い
ま
す
。

A
　
実
績
と
補
助
率
の
割

合
は
。

B
　
県
、
町
、
本
人
そ
れ

ぞ
れ
１
／
３
の
負
担
と
な

っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度

の
実
績
は
５
件
で
す
。

A
　
事
業
費
に
つ
い
て
内

容
の
説
明
を
。

B
　
人
件
費
に
充
当
し
て

い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
の

努
力
に
よ
り
、
４
４
７
件

あ
っ
た
相
談
の
う
ち
３
８

２
件
が
解
決
し
て
い
ま
す
。

A
　
毎
年
３
千
万
円
ず
つ

欠
損
金
が
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
今
後
も
同
様
に
推

移
し
て
い
く
の
か
。

B
　
人
口
減
少
に
伴
い
患

者
数
も
減
っ
て
い
く
こ
と

と
、
医
師
の
確
保
が
困
難

に
な
っ
て
い
く
と
予
想
し

て
お
り
、
今
後
の
経
営
は

厳
し
く
な
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

A
　
利
用
者
数
は
。

B
　
月
に
平
均
２
０
０
人

の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

A
　
寄
付
額
が
全
国
的
に

伸
び
て
い
る
中
で
、
大
月

町
が
下
が
っ
て
い
る
原
因

は
。

B
　
返
礼
率
の
見
直
し
を

図
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響

が
出
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

A
　
予
算
総
額
の
う
ち
町

費
は
い
く
ら
か
。

B
　
全
て
国
か
ら
の
特
別

交
付
税
の
中
に
入
っ
て
い

ま
す
。

A
　
令
和
３
年
度
の
実
績

は
。

B
　
事
業
費
の
５
９
８
万

円
で
４
軒
を
除
去
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
す
で
に
４

軒
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

す
。

A
　
毎
年
購
入
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
も
継
続
し

て
購
入
が
必
要
な
の
か
。

B
　
ポ
ン
プ
車
が
古
く
な

っ
て
い
て
、
購
入
待
ち
の

地
区
が
複
数
あ
り
ま
す
。

５
年
は
購
入
が
続
く
見
込

み
で
す
。

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

有
望
品
目
補
助
金

農
業
振
興

共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

結
婚
新
生
活
支
援

病
院
経
営

ま
ち
バ
ス

住
宅
改
造
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
納
税

老
朽
化
住
宅
除
去
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊

消
防
ポ
ン
プ
車

　９月１３日、１４日の２日間、全員協議会で決算を審査し
た後、１５日の本会議において令和３年度決算を全会一致
で承認した。

決算審査　全員協議会決算審査　全員協議会
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早急な改修を！

A
　
設
計
委
託
料
が
令
和

４
年
度
へ
繰
越
と
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か

B
　
田
代
川
が
河
川
法
に

準
じ
て
い
な
い
た
め
補
助

対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
全
国
で
激
甚
災

害
が
起
こ
っ
た
た
め
田
代

川
も
国
の
補
助
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
用

地
買
収
が
完
了
し
て
い
な

い
た
め
次
年
度
へ
の
繰
越

と
し
ま
し
た
。

A
　
不
用
額
が
多
い
が
要

因
は

B
　
不
測
の
事
態
に
備
え

て
予
算
を
多
く
組
ん
で
い

た
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

A
　
予
備
費
を
充
当
す
る

べ
き
で
は
な
い
か

B
　
目
的
の
な
い
予
備
費

を
組
む
こ
と
は
好
ま
し
く

な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

一般会計

歳　　入

繰越明許費

特別会計

滞納、未収金

一般会計の形式収支、実質収支及び当該年度のみの収支を示す単年度収支は
黒字となっている。

依存財源の地方交付税は大幅な増加、自主財源の徴税等は微増となっている。
ふるさと応援寄付金及びコロナ関連事業に伴う国庫支出金及び県支出金等が
減少となっている。�

長期滞在複合施設整備事業、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給
付事業、臨時地方道整備事業、空き家対策総合支援事業、緊急自然災害防止
事業、住宅耐震化促進事業及び現年発生河川等災害復旧事業などが主なもの
となっている。

形式収支、実質収支は、それぞれ黒字となっているが、単年度収支は、漁業
集落排水事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計は赤字となったが、その
他の特別会計は黒字となっている。
本来ならば特定の歳入をもって歳出に充てるものであり、一般会計からの繰
入金は必要最小限度にとどめるよう努力され、事業運営の一層の効率化及び
事業収入の増収に取り組むべきである。

それぞれの会計において、滞納・未収金が多く発生している。町民負担の公
平性を損なうことのないよう、収納に向け一層の努力を望むものである。

業務の執行にあたっては、費用対効果を十分に検証し、前例にとらわれることなく全庁的に
取り組むなど実施方法の見直しを徹底し、より効果的、効率的な予算執行に努められたい。

大月病院

本年度においても、新型コロナウイルス感染症の蔓延等により、患者数は前
年より減少したものの、純利益は前年度に引き続き増額となっている。
今後においても、医療制度改革や人口の減少など病院を取り巻く環境は非常
に厳しい状況にあるが、地域の拠点病院として、保健部門と連携した特定検
診事業の実施や、次世代を担う子どもたちへの乳児検診、内科検診を行い、
住民一人一人の健康管理に積極的に関与することにより、健康で豊かな生活
が送れるよう、きめ細かな医療サービスの提供などを医療スタッフ及び職員
が一丸となり、公立病院として住民福祉の増進を図るよう一層の努力を望む
ものである。

田
　

代
　

川

決
算
全
般
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若者が住み続けたい町づくりを土佐市の就労施設カトレアの作業風景

○
調
査
の
目
的

　
大
月
町
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、

地
域
活
力
の
衰
退
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
解
決
方
法
を
調
査

す
る
こ
と
と
し
た
。

○
調
査
の
結
果
提
言
（
要
約
）

　
若
者
定
住
へ
の
要
件
と
し
て
４
点
を
押
さ
え
て
き

　
た
。①

就
労
環
境
の
整
備
（
本
委
員
会
の
担
当
外
）

②
居
住
の
確
保
（
執
行
部
に
提
案
済
）

③
教
育
環
境
の
充
実

④
医
療
、
保
健
、
介
護
、
福
祉
の
充
実

　
今
回
は
④
に
焦
点
を
当
て
検
討
し
た
結
果
、
以
下

　
の
提
言
を
す
る
。

①
住
民
の
命
を
守
る
砦
と
し
て
、
大
月
病
院
を

存
続
さ
せ
る
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
目
指
し
、

行
政
支
援
と
し
介
護
専
門
員
の
採
用
を
図
る

こ
と
。

③
住
民
支
援
の
た
め
他
団
体
の
協
力
を
得
て
、

地
域
を
動
か
す
た
め
の
啓
蒙
活
動
や
シ
ス
テ

ム
作
り
に
努
め
る
こ
と
。

④
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
取
り
、
介
護
人
材
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
。

○
調
査
の
目
的

　
近
年
、
高
齢
化
や
現
代
社
会
の
環
境
要
因
な
ど
に

よ
り
障
が
い
者
人
口
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
障

が
い
者
が
一
般
社
会
で
働
け
る
よ
う
企
業
や
行
政
な

ど
が
就
労
支
援
を
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
、
こ

の
様
な
施
設
の
必
要
性
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
調
査
の
結
果
提
言
（
要
約
）

　
国
が
推
進
す
る
農
福
連
携
事
業
で
は
、
障
が
い
者

雇
用
は
企
業
の
義
務
で
あ
る
と
謳
っ
て
い
る
。
近
隣

市
町
村
に
お
い
て
は
、
土
佐
市
の
就
労
施
設
な
ど
が

あ
り
、
各
産
業
の
一
角
を
担
う
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
本
町
に
は
そ
の
よ
う
な
施
設
が
存
在
し
て
い
な

い
。
農
業
な
ど
一
次
産
業
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
で
障
が
い
者
が
働
け
る
環
境
を
つ
く
り
、
働
き

場
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
構
築
し
、
町
内
事
業
所
の

人
手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
本
町
や

地
域
産
業
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
検
討
す
る
べ
き
で

あ
る
。

「
若
者
定
住
対
策
」

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

「
障
が
い
者
の
就
労
支
援
」産

業
建
設
常
任
委
員
会

委
　
員
　
会
　
報
　
告
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議
会
報
告
会
の
様
子
（
さ
ん
ご
研
修
室
に
て
）

○
調
査
の
目
的

　
議
会
の
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
会
議
に
か
か
る
労
力
を
削
減
し
、

会
議
の
審
査
・
説
明
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
議
会

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
効
果
と
経
費
に
つ
い
て
調
査

す
る
。

○
調
査
の
結
果
報
告

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、
①
検
索
機
能
を
活
用
し
て
関
連
資
料
が
簡
単
に

抽
出
で
き
る
。
②
全
議
員
が
共
通
の
情
報
を
共
有
で

き
る
。
③
会
議
資
料
の
配
布
、
追
加
資
料
の
配
布
な

ど
各
議
員
に
迅
速
な
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
。

　
導
入
の
経
費
は
議
会
・
執
行
部
と
も
初
期
費
用
や
、

安
全
性
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ
る
経
費
が
恒
常

的
負
担
と
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
せ
ず
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
検
討
を
し
た
が
効
果
は
限
定
的
と
判

断
し
、
今
回
は
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

　
し
か
し
、
国
に
お
い
て
は
昨
年
９
月
デ
ジ
タ
ル
庁

が
発
足
し
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
大
き
く
舵
を
切
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
認

識
を
深
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
検
討
を
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

○
調
査
の
目
的

　
開
か
れ
た
議
会
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
へ

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し

た
。

○
調
査
の
結
果
報
告

　
幅
広
く
住
民
と
の
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
観
光
関
係
、

一
次
産
業
団
体
等
の
５
団
体
を
対
象
と
し
た
。
各
団

体
か
ら
少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
多
く
の
意
見
や
要

望
・
提
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
委
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
町
民
か
ら
の
切
実
な
声
と
し
て
町

政
へ
の
反
映
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会
に
対
す
る

厳
し
い
意
見
は
今
後
の
議
会
運
営
に
生
か
し
て
行
く

こ
と
と
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
行
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
や
、
議
員
自
ら
研
鑽
に
努
め
、
政

策
決
定
や
行
財
政
運
営
の
監
視
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　
以
上
、
２
件
を
本
委
員
会
の
結
審
と
す
る
。

　
　（
以
上
要
約
）

委
　
員
　
会
　
報
　
告

「
議
会
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
」

議
会
改
革
特
別
委
員
会

「
議
会
報
告
会
」
に
つ
い
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会
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議会運営委員会

委員長　　　安原　明彦
副委員長　　中田　　巌
委　員　　　安岡　邦彦
委　員　　　久米　里志
委　員　　　浦木　秀雄

議会広報常任委員会

委員長　　　依岡　一生
副委員長　　野村　満久
委　員　　　山本　恒和
委　員　　　中田　　巌
委　員　　　浦木　秀雄

産業建設常任委員会

委員長　　　中田　　巌
副委員長　　野村　満久
委　員　　　谷　　正美
委　員　　　依岡　一生
委　員　　　安原　明彦

総務厚生常任委員会

委員長　　　浦木　秀雄
副委員長　　山本　恒和
委　員　　　安岡　邦彦
委　員　　　久米　里志
委　員　　　中平　順三

副議長　山本　恒和
未来の大月のため、機能する議会の仕組
づくりと、執行部との連携を進めたいと
考えます。

議　長　谷　正美
引き続き議長の重責を担うことになりま
した。初心の志を忘れず、皆様の付託に
応えるべく精進してまいります。よろし
くお願い致します。

議員一丸となり、町民のために力を尽くします。

　令和４年８月５日、大月町庁舎・
議会本会議場にて小学生７名、中
学生７名の計１４名が議員となり、
執行部に質問し、岡田町長より答
弁があった。
（質問の詳細については、　　　

広報おおつき１０月号に掲載）

第2回 子ども議会が開催されました第2回 子ども議会が開催されました
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久米　里志 議員久米　里志 議員

飲料水や生活水が
確保できない地域

学びの場を

A
　
飲
料
水
や
生
活
水
が

確
保
で
き
な
い
地
域
が
あ

る
。
長
年
に
わ
た
り
谷
の

水
を
自
家
水
と
し
て
き
た

が
、
近
年
の
異
常
気
象
で
、

谷
の
水
が
涸
れ
た
為
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
方
々
を
助
け
る
対
策

は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
簡
易
水
道
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
住
民

の
飲
料
水
、
生
活
水
の
確

保
を
す
る
た
め
、
高
知
県

中
山
間
地
域
生
活
支
援
総

合
補
助
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
補
助
金

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
情
報
収
集
や
制
度

を
模
索
し
、
町
民
の
皆
様

の
生
活
に
寄
与
で
き
る
よ

う
県
に
要
望
し
打
合
せ
を

し
ま
す
。

A
　
高
齢
者
の
見
守
り
や

日
々
の
生
活
に
非
常
に
役

立
つ
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
取

り
換
え
す
る
と
聞
い
た
が

詳
し
く
説
明
を
。

岡
田
町
長
　
今
回
、
新
告

知
端
末
へ
の
切
り
替
え
を

検
討
し
て
い
る

７５
歳
以
上

の
対
象
者
を
地
区
長
の
協

力
の
も
と
絞
り
込
み
、
リ

ス
ト
の
作
成
を
し
て
い
ま

す
。

１０
月
よ
り
、
地
区
単

位
で
交
換
作
業
を
行
い
ま

す
。
高
齢
者
に
対
す
る
新

サ
ー
ビ
ス
は
、
光
ケ
ー
ブ

ル
の
相
互
通
信
機
能
を
活

用
し
た
見
守
り
機
能
や
安

否
確
認
や
認
知
症
予
防
ア

プ
リ
機
能
な
ど
多
様
な
機

能
を
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

A
　
地
域
に
よ
り
公
共
交

通
も
な
く
、
高
齢
で
運
転

免
許
も
な
く
、
タ
ク
シ
ー

で
の
移
動
に
な
る
が
、
長

距
離
で
経
費
が
か
か
り
す

ぎ
て
、
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
補
助
金
・

免
許
返
納
補
助
金
な
ど
の

支
援
は
で
き
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
高
齢
者
が
地

元
で
生
活
す
る
う
え
で
交

通
手
段
に
関
す
る
施
策
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

令
和
２
年
３
月
に
大
月
町

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
の
策
定
を
行
い
試
行
運

転
し
持
続
可
能
な
交
通
、

公
共
交
通
へ
の
検
討
を
行

い
現
在
の
状
況
で
す
。
現

在
の
地
域
生
活
バ
ス
を
維

持
し
つ
つ
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
な
が
ら
、
町
民

の
移
動
手
段
を
確
保
し
て

い
く
考
え
で
す
。

A
　
令
和
３
年
９
月
議
会

の
質
問
で
、
制
度
の
導
入

を
前
向
き
に
検
討
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
や
物
価
高
が
続
く
中
、

高
校
や
大
学
、
専
門
学
校

へ
の
進
学
が
家
庭
の
経
済

的
理
由
で
学
び
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
。
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
の
導
入
を
。

岡
田
町
長
　
制
度
の
概
要

や
導
入
自
治
体
の
調
査
・

検
討
し
、
本
町
が
導
入
し

た
場
合
の
効
果
を
検
証
し

ま
し
た
。
制
度
設
計
に
よ

っ
て
若
い
世
代
を
本
町
に

誘
導
す
る
有
効
な
制
度
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
若
者

支
援
や
後
継
者
の
掘
り
起

こ
し
育
成
な
ど
多
様
な
観

点
か
ら
制
度
の
導
入
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
レ
ベ
ル
で
の
奨

学
金
返
還
制
度
に
関
す
る

働
き
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

限界集落での生活を守る対策を

安心の生活が送れるように

　　　対応を考えていく／町長

奨学金返還支援制度の導入

誰もが安心して学べる環境を

　制度導入を検討している／町長

大月町のここを聞く
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浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

大月町でも細やかな対応を

待たれるゴミ収集改善

A
　
住
民
の
要
望
が
多
い
。

色
分
け
し
た
ビ
ン
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
ゴ
ミ
袋
に
分

け
て
出
す
の
で
は
な
く
、

ゴ
ミ
置
き
場
に
か
ご
を
置

い
て
、
そ
の
中
に
入
れ
て

も
ら
う
よ
う
住
民
の
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
よ
り
良
い
収

集
方
法
の
あ
り
方
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
費
用
負

担
等
に
つ
い
て
、
住
民
の

負
担
軽
減
の
話
し
合
い
を
、

担
当
課
で
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
つ
ま
で
と
い
う

明
言
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

早
い
う
ち
に
解
決
し
て
皆

さ
ん
に
周
知
し
た
い
、
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
　
コ
ロ
ナ
対
応
は
、
幡

多
保
健
所
が
し
て
、
大
月

町
は
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。

大
月
町
で
も
コ
ロ
ナ
患
者

が
多
く
出
て
、
い
ろ
い
ろ

な
苦
情
が
住
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
を

県
任
せ
に
せ
ず
、
大
月
町

で
も
食
料
、
病
院
搬
送
等
、

色
ん
な
状
況
に
対
応
で
き

る
細
や
か
な
シ
ス
テ
ム
作

り
は
で
き
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
食
料
品
な
ど

の
生
活
必
需
品
の
買
い
物

は
、
親
族
等
か
ら
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

受
付
し
て
い
ま
す
。
独
居

等
で
自
家
用
車
を
保
有
し

て
な
い
方
の
病
院
搬
送
は

む
ず
か
し
い
の
で
、
緊
急

時
に
は
迷
わ
ず
１
１
９
番

に
電
話
を
し
て
救
急
車
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
第
７
次
大
月
町
総
合

振
興
計
画
は
、
人
口
問
題

の
解
消
、
１
次
産
業
の
振

興
を
目
標
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
１
次
産
業
の

振
興
に
１
５
０
０
万
円
、

ア
ニ
メ
の
里
づ
く
り
に
９

０
０
０
万
円
使
っ
て
い
る
。

目
標
に
対
す
る
お
金
の
か

け
方
が
間
違
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
１
次
産
業
の

振
興
は
、
地
元
の
地
盤
を

整
備
し
て
か
ら
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ニ
メ

は
ア
ニ
メ
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
連
関
し
た
内
容

で
将
来
の
大
月
町
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

方
向
性
を
向
け
て
い
き
た

い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
町
づ
く
り
の
基
本
は

行
政
の
建
物
を
一
カ
所
に

集
中
さ
せ
、
住
民
に
と
っ

て
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

に
あ
る
。
公
民
館
・
図
書

館
の
教
育
施
設
に
限
定
し

た
複
合
施
設
検
討
委
員
会

よ
り
も
う
少
し
輪
を
広
げ
、

行
政
の
建
物
の
再
配
置
、

道
の
駅
を
公
園
化
す
る
な

ど
公
共
施
設
検
討
委
員
会

と
し
て
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

岡
田
町
長
　
今
後
は
財
政

状
況
を
見
な
が
ら
、
公
共

施
設
全
般
の
整
備
を
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
意
見
は
、
参
考
と

し
て
聞
い
て
お
き
た
い
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゴミ問題

ゴミ回収の負担軽減を

　早いうちに解決する／町長

コ
ロ
ナ
対
応

食
料
・
病
院
搬
送
の
町
対
応
を

 
食
料
等
は
社
協
で
受
付
／
町
長

町
づ
く
り

利
便
性
を
高
め
る
よ
う
に

　
公
共
施
設
全
般
を
検
討
／
町
長

一　般　質　問
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宿毛駅前公園津波避難タワー

A
　
①
　
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
専
門
職
の
確

保
に
よ
る
体
制
の
強
化
推

進
は
を
ど
の
よ
う
に
考
え

展
開
し
て
い
く
の
か
。

②
　
保
険
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
多
様
な
職
種
に
よ

る
連
携
や
、
推
進
の
強
化
、

体
制
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

③
　
介
護
人
材
の
確
保
、

定
着
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

岡
田
町
長

①
　
地
域
の
力
を
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要

な
要
素
と
位
置
づ
け
、
地

域
ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す

る
た
め
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
再
構
成
し
、
様
々
な

団
体
と
連
携
を
深
め
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
つ
な
が

り
、
支
え
あ
い
の
意
識
を

高
め
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
職
を
確
保
し
な
が
ら
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

②
　
来
年
度
の
機
構
改
革

に
よ
り
、
保
険
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
分
野
を
医

療
介
護
部
門
と
保
健
福
祉

部
門
の
２
課
と
す
る
計
画

で
す
。
本
町
の
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
要
と
な
っ
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
を

含
め
、
健
康
づ
く
り
、
介

護
予
防
、
生
活
支
援
、
医

療
連
携
を
一
つ
の
チ
ー
ム

と
し
て
情
報
課
題
を
共
有

し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
連
携
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
　
介
護
人
材
の
不
足
は

深
刻
な
も
の
で
す
。
今
後

は
住
民
の
力
で
地
域
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
し
、
地
域
で
介
護
人
材

が
育
つ
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

A
　
今
の
避
難
道
で
は
安

全
と
は
言
え
な
い
と
思
う

が
、
避
難
タ
ワ
ー
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
避
難
場
所
の

検
討
を
行
い
、
地
区
の
合

意
の
も
と
避
難
場
所
の
候

補
地
選
定
、
避
難
経
路
設

定
、
整
備
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
か

ら
は
避
難
タ
ワ
ー
と
い
う

話
は
出
て
い
な
い
が
、
地

区
の
意
見
を
聞
い
て
み
ま

す
。

A
　
総
務
厚
生
常
任
委
員

会
で
若
者
定
住
対
策
、
宅

地
造
成
に
つ
い
て
調
査
を

し
、
提
言
を
し
た
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
い
つ
行

い
、
宅
地
造
成
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
９
月
現
在
本

町
に
住
所
を
置
く

２０
歳
か

ら
４９
歳
ま
で
の
１
０
１
７

名
全
て
対
象
と
し
、

１０
月

中
旬
に
期
限
を
定
め
実
施

し
ま
す
。
宅
地
造
成
は
こ

れ
か
ら
の
大
月
町
を
考
え

る
と
、
絶
対
必
要
な
事
業

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高齢者支援

介護保険事業計画の課題は

　地域の力で地域を支える／町長

若者定住対策

アンケート調査の時期は

　１０月中旬に
　　　実施する／町長

防
災
計
画

避
難
タ
ワ
ー
設
置
す
る
考
え
は

　
　
地
区
の
意
見
を
聞
く
／
町
長

大月町のここを聞く
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相
田
み
つ
を
の
言
葉
暦

に
「
わ
た
し
が
ね
て
い
る

時
で
も
動
い
て
く
れ
る
心

ぞ
う
」
と
あ
る
。

　
人
に
限
ら
ず
世
の
中
も

そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
社
会

は
昼
も
夜
も
な
く
活
動
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
や

社
会
が
生
き
も
の
で
あ
る

証
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

何
時
も
誰
か
が
人
知
れ
な

い
と
こ
ろ
で
動
い
て
、
人

の
命
を
守
り
世
界
の
生
命

力
を
維
持
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
私
た
ち
も
こ
の
言

葉
の
よ
う
に
、
人
知
れ
な

い
と
こ
ろ
で
常
に
動
き
住

民
の
生
活
の
安
定
と
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。（

山
本
　
恒
和
）

こ
と
ば
こ
よ
み

　
２０
代
と
い
う
若
さ
で
お

弁
当
屋
を
経
営
し
、
３
人

の
子
育
て
に
も
奮
闘
す
る

お
母
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
幼
少
期
、
仕
事
で
忙
し

い
両
親
に
代
わ
っ
て
祖
母

が
よ
く
ご
飯
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
祖
母
か
ら
は

「
料
理
」
で
人
を
喜
ば
せ

ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
ん
な
祖
母
の
周
り

に
は
い
つ
も
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
か
私
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
な
り
た

い
。」
と
、
そ
う
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
お
弁
当
の
こ
と
で
様
々

な
意
見
を
い
た
だ
き
、
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
厳
し
い
意

見
も
全
て
プ
ラ
ス
に
変
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

　
心
が
折
れ
そ
う
な
と
き

は
、
頼
り
に
な
る
旦
那
さ

ん
に
相
談
し
な
が
ら
乗
り

越
え
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
の
笑
顔
を
想

像
し
な
が
ら
お
弁
当
を
作

る
こ
と
と
家
族
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
、
そ
れ
が
一
番

の
や
り
が
い
で
す
。

　
朝
４
時
の
起
床
。
８
時

前
の
子
ど
も
の
バ
ス
の
時

間
に
は
お
弁
当
作
り
を
終

わ
ら
せ
ま
す
。
そ
れ
か
ら

配
達
、
買
出
し
、
仕
込
み

を
し
て
夕
方
、
子
ど
も
の

お
迎
え
に
行
き
ま
す
。

　
毎
日
バ
タ
バ
タ
に
な
り

ま
す
が
、
家
族
で
過
ご
せ

る
夕
食
が
、
か
け
が
え
の

な
い
時
間
で
す
。

　
若
い
頃
は
特
に
夢
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
何
と
な
く
生
き
て
い

ま
し
た
。
で
も
こ
の
仕
事

を
始
め
た
こ
と
で
、
色
ん

な
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て

生
き
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。

　
今
は
、
そ
の
自
分
が
経

験
し
た
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
こ

と
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を

お
弁
当
に
「
盛
り
つ
け
」

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。（

取
材
　
中
田
　
巌
）

こんにち
は

仕事（お弁当作り）と子育てと仕事（お弁当作り）と子育てと仕事（お弁当作り）と子育てと仕事（お弁当作り）と子育てと
筒井 明日香さん　（浦尻）

あすか

筒井 明日香さん　（浦尻）
あすか

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
背
中

や
り
が
い

家
族
と
の
時
間

感
謝
の
気
持
ち


	_01
	_02
	_03
	_04
	_05
	_06
	_07
	_08
	_09
	_10
	_11
	_12
	_13
	_14
	_15
	_16

